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『G
O
S
IC

K

』
に
み
るGo

th
i
c

―
桜
庭
一
樹
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト

―

M
A
R
T
IN
S

R
afael

マ

ル

チ

ン

ス

ラ

フ

ァ

エ

ル

一

背
景
と
目
的

現
代
日
本
の
文
化
を
考
え
る
の
な
ら
、C

ool
Japan

は
無
視
で
き
な
い

ク
ー
ル
・
ジ
ヤ
パ
ン

現
象
の
一
つ
で
あ
る
。
杉
山
知
之
は
そ
の
現
象
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
を
は
じ

め
と
し
た
日
本
の
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
が
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ

大
人
気
で
あ
る
。
現
代
日
本
の
文
化
は
ク
ー
ル
（C

ool
＝
カ
ッ
コ
イ
イ)

だ
、
と
口
を
揃
え
た
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
、
「
ク
ー
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
る
の
だ
。
（1）

日
本
ア
ニ
メ
は
諸
外
国
で
も
放
送
さ
れ
、
マ
ン
ガ
も
ま
た
数
多
く
翻
訳
さ

れ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
宮
崎
駿
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
は
第
七
五

回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
長
編
ア
ニ
メ
映
画
賞
を
受
賞
し
た
。
な
お
か
つ
日
本

産
の
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
に
対
し
て
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外

国
産
の
日
本
風
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
も
人
気
が
出
る
よ
う
に
な
り

、
ク
ー

（2）

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
は
世
界
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

同
様
に
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
一
部
で
あ
る
「
オ
タ
ク
文
化
」

の
中

（3）

で
発
展
し
た
の
が
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
で
あ
る
。
大
橋
は
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
は
、
中
学
生
や
高
校
生
と
い
っ
た
青
年
期
の
読
者

を
対
象
と
し
、
作
中
人
物
を
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
想
起
さ

せ
る
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
し
て
構
築
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
て
刊
行
さ
れ
る
小
説
で
あ
る
。
（4）

一
般
的
に
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
嚆
矢
は
「T

R
P
G

（
テ
ー
ブ
ル
・
ト
ー
ク
・
ロ
ー

ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
）
」
の
世
界
観
に
基
づ
い
た
水
野
良
『
ロ
ー
ド
ス

島
戦
記
』（
〔
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
〕

、
角
川
書
店

、
一
九
八
八
年
四
月
）
と
神

（5）

坂
一
『
ス
レ
イ
ヤ
ー
ズ
』（
〔
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
〕、
富
士
見
書
房
、
一
九

九
〇
年
一
月
）
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
久
米
依
子
、
新
城
カ
ズ
マ
、
一

柳
廣
孝
ら
は
そ
れ
以
前
の
ジ
ャ
ン
ル
小
説
（
Ｓ
Ｆ
）
や
若
者
文
学
（
ジ
ュ
ブ

ナ
イ
ル
、
ジ
ュ
ニ
ア
）
と
の
関
係
も
指
摘
し
て
い
る

。
一
方
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ

（6）

ル
と
い
う
名
称
が
定
着
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
流
行
し

た
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
で
あ
る
。
谷
川
流
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
』
シ
リ
ー
ズ
（〔
角

川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
〕、
角
川
書
店
）
の
人
気
を
き
っ
か
け
に
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
ブ

ー
ム
が
起
こ
り
、
オ
タ
ク
文
化
の
中
で
注
目
を
集
め
た
。
数
年
後
、
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
に
対
す
る
文
化
研
究
的
な
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
、
新
城
カ
ズ

マ
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
超
」
入
門
』
、
一
柳
廣
孝
、
久
米
依
子
『
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
研
究
序
説
』
、
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』、
波
戸
岡
景

太
『
ラ
ノ
ベ
の
な
か
の
現
代
日
本

―
ポ
ッ
プ
／
ボ
ッ
チ
／
ノ
ス
タ
ル
ジ



ア
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
等
の
書
籍
も
刊
行
さ
れ
た
。

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
は
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、
文
芸
と
い
う
よ
り
、
オ
タ
ク

文
化
の
作
品
と
し
て
マ
ン
ガ
と
関
連
す
る
も
の
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
、
い
わ
ゆ
る
「
一
般
小
説
」

と
は
全

（7）

く
関
係
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
双
方
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
般
小
説
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
も
う
一
方
の
レ
ー
ベ
ル
に
お
い

て
再
刊
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
出
身
の
作
者
が
一
般
小
説

に
移
行
す
る
の
も
珍
し
く
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
と
一
般
小
説
の
関
係
性
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
研
究

の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
そ
の
中
で
も
、
一
般

小
説
と
し
て
再
刊
さ
れ
た
桜
庭
一
樹
『G

O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
を
分
析
す

る
。
分
析
に
当
た
っ
て
は
「G

othic

（
以
下
ゴ
シ
ッ
ク
）
」
、「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
、

「
オ
タ
ク
文
化
」
の
三
つ
の
課
題
に
分
別
し
て
取
り
組
む
予
定
だ
が
、
今

回
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
」
に
関
す
る
内
容
を
提
示
し
た
い
。

二

桜
庭
一
樹

桜
庭
一
樹
は
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
、
山
田
桜
丸
名

義
で
ゲ
ー
ム
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
版
や
ゲ
ー
ム
の
シ
ナ
リ
オ
を
著
し
て
い
た
。

一
九
九
九
年
十
二
月
に
は
『A

D
2015

隔
離
都
市

ロ
ン
リ
ネ
ス
・
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
』（
〔
フ
ァ
ミ
通
文
庫
〕
、
ア
ス
キ
ー
）
で
桜
庭
一
樹
名
義
で
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
な
お
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
に
は

『G
O
SIC

K

』（
〔
富
士
見
ミ
ス
テ
リ
ー
文
庫
〕、
富
士
見
書
房
）
を
出
版
し
、
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。
さ
ら
に
、
『
推
定
少
女
』（
フ
ァ
ミ
通
文
庫
、

エ
ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）
や
『
砂
糖
菓
子
の
弾
丸
は
撃
ち
ぬ
け

な
い

A
L
ollypop

or
a
B
ullet

』（
〔
富
士
見
ミ
ス
テ
リ
ー
文
庫
〕
、
富
士
見
書
房
、

二
〇
〇
四
年
十
一
月
、
以
下
、『
砂
糖
菓
子
』）
等
も
成
功
し
、
二
〇
〇
五
年
九
月

に
『
少
女
に
は
向
か
な
い
職
業
』（
〔
ミ
ス
テ
リ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〕
、
東
京
創
元

社
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
以
外
の
レ
ー
ベ
ル
、
一
般
小
説

も
発
表
し
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
『
赤
朽
葉
家
の
伝
説
』（
東
京
創
元

社
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）
で
第
六
〇
回
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
の
「
長
編

及
び
連
作
短
編
集
部
門
」
を
、
『
私
の
男
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
七
年
十
月
）

で
第
一
三
八
回
直
木
賞
を
受
賞
し
、
こ
れ
を
機
に
活
動
の
主
軸
を
一
般
文

芸
に
移
し
た
。

そ
し
て
、
『
推
定
少
女
』
、
『
砂
糖
菓
子
』
や
『G

O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ

等
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
作
品
も
、
マ
ン
ガ
調
の
イ
ラ
ス
ト
を
削
除
し
た
一
般

小
説
と
し
て
再
刊
さ
れ
て
い
っ
た
。
小
説
の
ほ
か
に
も
、
二
〇
〇
六
年
か

ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
桜
庭
一
樹
は
日
記
全
七
巻
を
著
し
た

。
ま
た
、

（8）

い
く
つ
か
の
作
品
で
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

が
行
わ
れ
た
。『
少
女
に
は

（9）

向
か
な
い
職
業
』
は
二
〇
〇
六
年
五
月
に
ネ
ッ
ト
配
信
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、

『
伏

贋
作
・
里
見
八
犬
伝
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）
は
二
〇
一

二
年
に
劇
場
ア
ニ
メ
化
と
マ
ン
ガ
化
が
行
わ
れ
た
。
『
赤
×
ピ
ン
ク
』（
エ

ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）
と
『
私
の
男
』
は
二
〇
一
四
年
に
実

写
映
画
化
さ
れ
、
『
砂
糖
菓
子
』
、
『
青
年
の
た
め
の
読
書
ク
ラ
ブ
』（
新
潮

社
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
と
『
荒
野
の
恋
』
シ
リ
ー
ズ
（
エ
ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン
）

は
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
マ
ン
ガ
化
さ
れ
た
。

三
『G

O
SIC

K
』
シ
リ
ー
ズ



『G
O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
二
四
年
の
ソ
ヴ
ュ
ー
ル
と
い
う
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
架
空
の
王
国
を
舞
台
と
し
た
探
偵
物
語
で
あ
り
、
主
人
公
は
謎

に
包
ま
れ
た
寄
宿
学
校
に
通
う
久
城
一
弥
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
で
あ
る
。
日

本
人
留
学
生
で
あ
る
久
城
は
、
黒
髪
で
あ
る
と
い
う
特
徴
等
か
ら
、
学
園

に
伝
わ
る
怪
談
の
一
つ
で
あ
る
「
春
に
来
る
死
神
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
。
常
に
「
ゴ
ス
ロ
リ
」（
後
に
詳
し
く
述
べ
る
）
の
格
好
を
し
て
図
書
館

G
o
th

ic
L
o
lita

に
籠
る
、
人
形
と
よ
く
見
間
違
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
美
少
女
で
あ
る
ヴ
ィ
ク

ト
リ
カ
は
、
怪
談
に
出
て
く
る
「
金
色
の
妖
精
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
灰

色
狼
の
天
才
と
い
わ
れ
る
血
族
の
末
裔
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
と
ワ
ト
ソ
ン
博
士
の
よ
う
な
コ
ン
ビ
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
と
久
城

が
、
解
決
不
能
や
超
自
然
に
見
え
る
謎

を
解
い
て
い
く
と
い
う
の
が

（10）

『G
O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
の
大
ま
か
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
や
が
て
二

人
の
冒
険
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
両
親
の
秘
密
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方

向
に
向
か
い
、
父
で
あ
る
ブ
ロ
ワ
侯
爵
は
「
オ
カ
ル
ト
省
」
で
の
要
職
に

つ
き
、
娘
を
来
た
る
大
戦
の
武
器
と
し
て
用
い
る
た
め
に
、
彼
女
を
幼
い

こ
ろ
か
ら
書
物
と
と
も
に
閉
じ
こ
め
育
て
て
い
た
と
分
か
る
。
さ
ら
に
、

「
オ
カ
ル
ト
省
」
の
目
的
は
大
戦
を
き
っ
か
け
に
ソ
ヴ
ュ
ー
ル
の
支
配
権

を
奪
う
こ
と
で
あ
り
、
王
の
相
談
役
で
も
あ
る
「
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

ジ
ュ
ピ
タ
ー
・
ロ
ジ
ェ
と
争
う
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
の
野
望
を
阻
も
う

と
す
る
側
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
と
久
城
、
ま
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
母
・
コ

ル
デ
リ
ア
と
そ
の
親
友
で
あ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ス
コ
ー
が
い
る
。

『G
O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
は
二
〇
〇
三
年
十
二
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
七

月
ま
で
富
士
見
ミ
ス
テ
リ
ー
文
庫
の
レ
ー
ベ
ル
に
よ
っ
て
武
田
日
向
イ
ラ

ス
ト
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
し
て
長
編
小
説
全
六
巻
、
短
編
小
説
集
全
三
巻

が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
〇
九
年
九
月
か
ら
角
川
文
庫
で
挿
絵
を
削
除

し
、
カ
ズ
モ
ト
ト
モ
ミ
に
よ
る
新
し
い
カ
バ
ー
を
付
け
た
一
般
小
説
と
し

て
再
刊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
出
版
社
か
ら
は
二
〇
一
一
年
七
月
ま
で
に

書
き
下
ろ
し
長
編
小
説
全
三
巻
（
『V

II

』
と
『V

II

上
下
』
）
と
短
編
小
説
集

一
巻
が
発
刊
さ
れ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
版
は
角
川
ビ
ー
ン
ズ
文
庫
の
レ
ー
ベ

ル
で
新
た
に
再
刊
さ
れ
た

。
さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
か
ら
現
在

（11）

に
か
け
て
、
一
般
小
説
で
あ
る
新
シ
リ
ー
ズ
計
四
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

小
説
に
限
ら
ず
、
『G

O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
も

果
た
し
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
と
二
〇
一
一
年
に
は
ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ

た
。
天
乃
咲
哉
に
よ
る
マ
ン
ガ
版
は
富
士
見
書
房
の
『
月
刊
ド
ラ
ゴ
ン
エ

イ
ジ
』で
二
〇
〇
八
年
一
月
か
ら
二
〇
一
二
年
五
月
に
か
け
て
連
載
さ
れ
、

単
行
本
全
八
巻
に
収
録
さ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
に
は
守
姫
武
士
に
よ

る
も
う
一
つ
の
マ
ン
ガ
シ
リ
ー
ズ
『G

O
SIC

K
W

』
が
角
川
書
店
の
『
月

刊
コ
ン
プ
エ
ー
ス
』
で
連
載
さ
れ
た
が
、
こ
ち
ら
は
単
行
本
化
さ
れ
て
い

な
い
。
前
者
は
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
除
き
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
長

編
四
巻
と
短
編
集
の
第
三
巻
ま
で
の
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
り
、
後

者
は
コ
メ
デ
ィ
ー
タ
ッ
チ
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
二
〇
一
一
年
一
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
ア
ニ
メ
版
が
放
送
さ
れ
、

『G
O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
の
知
名
度
は
一
気
に
高
ま
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
は
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
た
。

ア
ニ
メ
の
放
送
と
同
時
に
、
ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
、
マ
ン
ガ
、
小
説
に
加
え
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
『G

O
SIC

K

退
屈
姫
の
迷
宮
』
がG

R
E
E

か
ら
配
信

さ
れ
、M

M
O
R
P
G

『M
aster

of
E
pic

―

T
he

R
esonanceA

ge



U
nverse

―
』
と
共
同
企
画
を
行
っ
た
。
翌
年
に
は
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
『
ト
イ
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
や
『
テ
イ
ル
ズ
ウ
ィ
ー
バ
ー
』
と
の
共

同
企
画
に
お
い
て
『G

O
SIC

K

』
の
登
場
人
物
が
ゲ
ー
ム
に
用
い
ら
れ
た
。

後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
『G

O
SIC

K

』
は
ゴ
シ
ッ
ク
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
ま
ず
ゴ
シ
ッ
ク
の
定
義
と
発
展
、

主
題
と
象
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

四

ゴ
シ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

ａ

定
義
と
発
展

欧
州
で
生
じ
た
ゴ
シ
ッ
ク
は
、
建
築
と
芸
術
の
両
方
を
示
す
が
、
本
稿

に
お
い
て
は
文
学
上
の
流
派
を
意
味
す
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
は

G
oths

と
い
う

ゴ
ー
ト
人

ゲ
ル
マ
ン
民
族
か
ら
の
派
生
語
で
あ
る
と
は
い
え
、
「
ゴ
ー
ト
人
は
実
際

に
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
カ
テ
ド
ラ
ル
は
一
軒
も
建
て
て
お
ら
ず
、
ゴ
シ
ッ
ク

文
学
も
書
い
て
な
い
」

。
ゴ
シ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
時
代
ご
と

（12）

に
変
遷
し
て
い
く
が
、
一
八
世
紀
の
英
国
の
浪
漫
主
義
期
に
、
文
学
ジ
ャ

ン
ル
と
し
て
定
着
し
た
。
ま
た
啓
蒙
主
義
の
観
点
か
ら
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
は

古
典
的
な
も
の
に
対
し
て
、
未
開
・
乱
雑
（
装
飾
の
過
剰
）
・
非
合
理
的
で

あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
近
代
的
な
も
の
に
対
し
て
は
、
粗
野
・
旧
式

・
異
教
徒
的
だ
と
評
価
さ
れ
た

。
浪
漫
主
義
の
ゴ
シ
ッ
ク
に
は
政
治
的

（13）

傾
向
、
心
理
的
傾
向
、
諷
刺
的
な
姿
勢
等
の
表
現
が
あ
り

、
中
世
の
神

（14）

話
や
悪
夢
を
利
用
し
、
そ
の
中
世
に
お
け
る
暴
政
を
、
閉
所
恐
怖
を
強
調

す
る
城
、
修
道
院
、
地
下
牢
、
迷
路
等
で
表
現
す
る

。

d
u
n
g
e
o
n

（15）

一
方
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ゴ
シ
ッ
ク
は
退

廃
時
代
と
呼
ば
れ
、
社

デ
カ
ダ
ン
ス

会
や
主
体
の
破
壊
、
多
様
性
、
非
人
間
性
と
い
う
テ
ー
マ
が
多
く
、
舞
台

は
「
迷
路
的
な
街
路
、
貧
民
窟
、
ア
ヘ
ン
窟
、
不
潔
で
悪
臭
の
あ
る
ス
ラ

ム
街
に
な
」
る

。Sm
ith

は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
文
学
作
品
、

（16）

新
聞
記
事
、
医
者
に
よ
る
記
録
を
通
じ
て
、
男
性
性
を
中
心
に
、
性
、
性

感
染
症
、
階
級
、
都
市
に
対
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
の
退
廃
を
指
摘
し
て
い
る

。
（17）

さ
ら
に
、
二
十
世
紀
に
ホ
ラ
ー
映
画
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
説
、
漫
画
、

ゲ
ー
ム
、
音
楽
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
等
へ
、
ゴ
シ
ッ
ク

は
浸
透
し
て
い
っ
た
。
二
十
世
紀
の
戦
争
を
経
て
ゴ
シ
ッ
ク
の
主
な
恐
怖

の
対
象
は
武
器
、
ウ
イ
ル
ス
、
核
黙
示
録
へ
と
移
っ
た
。
ま
た
、
同
世
紀

に
ゴ
シ
ッ
ク
的
手
法
は
世
界
へ
広
が
り
、B

yron

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ

シ
ッ
ク
」（G

lobal
G
othic

）
と
呼
ぶ
現
在
の
ゴ
シ
ッ
ク
に
発
展
し
て
き
た

。
（18）

ｂ

主
題
と
象
徴

P
unter

and
B
yron

は
幽
霊
城
、
怪
物
、
吸
血
鬼
、
迫
害
や
パ
ラ
ノ
イ

M
o
n
ster

ア
、
女
性
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
、
不
気
味
、
虐
待
、
幻
覚
物
資
や
麻
薬
等
の

ゴ
シ
ッ
ク
の
主
題
を
紹
介
し
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る

。
（19）

①
「
城
」
は
一
般
的
に
投
獄
の
場
所
で
あ
り
、
古
代
、
無
意
識
、
抑
圧
等

の
象
徴
で
あ
る
。

②
「
怪
物
」
は
非
人
間
、
創
造
物
、
ま
た
は
侵
入
や
奴
隷
を
象
徴
し
た
が
、

近
現
代
ゴ
シ
ッ
ク
で
は
、
「
怪
物
」
は
恐
怖
や
否
認
よ
り
む
し
ろ
、
同
情

や
共
感
の
対
象
と
し
て
も
表
現
さ
れ
る
。

③
「
吸
血
鬼
」
は
違
反
、
貴
族
、
性
欲
、
反
キ
リ
ス
ト
教
等
に
関
わ
る
。

④
「
迫
害
や
パ
ラ
ノ
イ
ア
」
は
自
己
破
壊
は
精
神
障
害
に
関
連
す
る
。

⑤
「
女
性
に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
」
に
は
女
性
の
主
人
公
は
投
獄
と
抑
圧
の
犠



牲
（
囚
わ
れ
の
処
女
）
で
あ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
問
題
が
中
心
と
な
る
。

⑥
「
不
気
味
さ
」
は
フ
ロ
イ
ト
の
「
不
気
味
な
も
の
」

と
い
う
概
念
を

U
n

h
e
i
m

l
i
c
h

e

（20）

参
考
に
し
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
文
学
で
反
復
、
運
命
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
擬
人
化
、

自
動
現
象
、
不
明
な
性
、
早
す
ぎ
た
埋
葬
、
無
音
、
死
等
で
例
え
ら
れ
る
。

⑦
「
虐
待
」
も
、
城
と
同
様
、
社
会
抑
圧
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

⑧
「
幻
覚
物
資
や
麻
薬
」
は
無
意
識
に
よ
る
世
界
の
知
覚
、
あ
る
い
は
信

用
で
き
な
い
語
り
手
と
関
係
が
あ
る
。

さ
ら
に
、Praz

は
上
記
の
「
城
」
に
加
え
、「
人
造
人
間
」
、「
迷
路
」
、

H
o
m
u
n
c
u
l
u
s

「
ダ
ブ
ル
」(D

oppleganger )

、
「
囚
わ
れ
の
処
女
」
等
の
一
八
世
紀
末
と

（21）

一
九
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
テ
ー
マ
は
、
二
〇
世
紀
の
文

学
（
ホ
ラ
ー
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
）
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

る

。
ま
た
、
一
八
世
紀
で
は
「
美
し
い
恐
怖
」

、
「
欲
望
の
一
部
で
あ

（22）

（23）

る
痛
み
」

と
い
う
感
情
が
発
展
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
が

（24）

定
着
し
た
と
示
す
。

ｃ

日
本
の
ゴ
シ
ッ
ク

Inouye

は
啓
蒙
主
義
に
抵
抗
す
る
近
代
西
洋
の
産
物
で
あ
る
ゴ
シ
ッ

ク
を
「
ク
ラ
シ
カ
ル
・
ゴ
シ
ツ
ク
」(C

lassical
G
othic )

と
呼
び
、
そ
れ
と

異
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
概
念
と
し
て
の
「
パ
ン
ゴ
シ
ツ
ク
」（Pangothic

）

を
提
唱
し
た

。
ク
ラ
シ
カ
ル
・
ゴ
シ
ッ
ク
は
近
代
化
す
る
明
治
時
代
の

（25）

日
本
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
パ
ン
ゴ
シ
ッ
ク
は
「
進
化
を
続
け

て
い
く
美
的
価
値
」

と
定
義
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
英

（26）

国
で
生
じ
た
ゴ
シ
ッ
ク
と
関
わ
り
が
な
く
と
も
、
同
じ
よ
う
に
恐
怖
を
中

心
に
す
る
文
化
要
素
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
概
念
を
も
っ
て
、Inouye

は
日
本
の
妖
怪
を
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
存

在
と
し
て
考
え
、
平
安
時
代
の
『
源
氏
物
語
』（
一
〇
〇
八
年
）
、
鳥
山
石
燕

の
『
画
図
百
鬼
夜
行
』（
一
七
七
六
年
）
、
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』（
一
七

七
六
年
）
、
小
林
清
親
、
泉
鏡
花
、
水
木
し
げ
る
の
作
品
、
大
友
克
洋
の

『A
K
IR
A

』（
一
九
八
八
年
）
、
押
井
守
の

『
攻
殻
機
動
隊
』（
一
九
九
五
年
）
、

宮
崎
駿
の
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』（
二
〇
〇
一
年
）
等
も
日
本
独
自
の
ゴ

シ
ッ
ク
と
し
て
論
じ
て
い
る
。Inouye

に
よ
る
と
、
日
本
の
ゴ
シ
ッ
ク

の
特
徴
は
「
二
価
の
両
面
性
」（bivalent

am
biguity

）
に
あ
り
、
そ
れ
は
「
同

じ
存
在
や
現
象
は
、
見
な
さ
れ
方
や
扱
わ
れ
方
に
よ
っ
て
変
容
す
る
」
（27）

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、Inouye

は
そ
の
定
義
を
用
い
て
、

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
の
湯
婆
婆
と
銭
婆
や
、
『A

K
IR
A

』
の
鉄
雄
に

お
け
る
善
悪
と
い
う
二
価
の
両
面
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
、
日
本
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
に
つ
い
て
高
原
英
理
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

リ
テ
ラ
リ
ー
ゴ
シ
ッ
ク:

ゴ
シ
ッ
ク
ロ
マ
ン
ス
・
ゴ
シ
ッ
ク
小
説

そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
お
よ
そ
一
九
八
〇
年
代
か
ら
音
楽
映
像
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
そ
し
て
文
学
と
し
て
広
が
っ
て
き
た
ゴ
シ
ッ
ク
と
い

う
発
想
を
、
こ
こ
に
新
し
い
現
代
日
本
文
学
の
あ
り
方
の
一
つ
と

し
て
も
提
案
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
（28）

一
九
八
〇
年
代
か
ら
日
本
で
発
展
し
て
き
た
日
本
の
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
い
て

は
、
本
稿
で
も
前
述
し
た
「
ゴ
ス
ロ
リ
」
が
、
代
表
的
な
事
例
と
し
て
挙



げ
ら
れ
る
。
こ
の
用
語
は
、G

othic/G
oth

とL
olita

の
複
合
語
で
あ
り
、

「
中
世
、
ロ
コ
コ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
を
浪
漫
的
に
空
想
、
当
時
の
復

活
に
見
え
る
服
装
を
着
て
、
そ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豪
華
な
時
代
の
貴

族
の
よ
う
な
格
好
を
す
る
」

女
性
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
女

（29）

性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
一
方
で
、
オ
タ
ク
文
化
の

中
で
萌
え
を
表
す
キ
ャ
ラ
・
タ
イ
プ
で
も
あ
る

。
（30）

五
『G

O
S
IC
K

』
とG

othic

『G
O
SIC

K

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
同
音
異
義
語
で
あ

る
こ
と
や
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
と
い
う
名
前
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
を
連
想
さ

せ
る
発
音
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
彼
女
の
服
装
が
常
に
ゴ
ス
ロ
リ
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ゴ
シ
ッ
ク
を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
『
桜
庭
一
樹
日
記

B
lack

and
W
hite

』
で
、
作
者
は
編
集
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
お
い
て
、

『G
O
SIC

K

』
の
モ
チ
ー
フ
を
決
め
た
瞬
間
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

藤
「
舞
台
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
で
ヒ
ロ
イ
ン
は
と
て
も
小
柄
。

Kな
お
か
つ
ホ
ー
ム
ズ
的
な
な
に
か
も
あ
る
。
」
（31）

『G
O
SIC

K

』
の
物
語
の
時
代
設
定
は
一
九
二
四
年
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
時
代
の
後
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
桜
庭
一
樹
の
言
っ
て
い
る

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
治
世
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
架
空
の
文
化
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

『G
O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
と
ゴ
シ
ッ
ク
の
関
係
は
、
作
品
自
体
の
ジ
ャ
ン

ル
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。文
学
史
上
の
分
類
と
し
て
の
推
理
小
説
自
体
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ゴ
シ
ッ
ク
で
発
展
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
や
ホ
ラ
ー
に
由

来
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
『G

O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
美
術
史
的

な
ゴ
シ
ッ
ク
の
テ
ー
マ
も
ま
た
散
見
さ
れ
る
。

ａ

科
学

対

オ
カ
ル
ト

『G
O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
物
語
の
中
心
に
は
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
・
ロ
ジ
ェ

の
「
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
、
ブ
ロ
ワ
侯
爵
の
「
オ
カ
ル
ト
省
」
の
抗
争

が
あ
る
。
そ
の
争
い
は
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
、
近
代
を
代
表
す
る
「
科
学
、

合
理
性
、
文
化
」
と
、
「
迷
信
（
オ
カ
ル
ト
）
、
不
合
理
、
粗
野
、
旧
式
、

異
教
徒
」
と
の
対
立
関
係
に
重
な
る
と
い
え
る
。
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
と
い

う
問
題
で
は
な
く
、
対
立
関
係
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
非
凡
な
推
理
能
力
も
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
奇
術
も
、
リ

ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
錬
金
術
も
、
一
見
魔
術
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
非
常
に

合
理
的
な
論
理
や
形
式
を
備
え
て
お
り
、
科
学
と
オ
カ
ル
ト
の
両
面
性
を

持
っ
て
い
る
と
も
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
は
、Inouye

が
定
義
す
る
二
価

の
両
面
性

の
一
種
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（32）

一
方
、
第
一
巻
に
現
れ
る
占
い
師
ロ
ク
サ
ー
ヌ
、
第
二
巻
に
現
れ
る
占

い
師
セ
ル
ジ
ウ
ス
、
そ
し
て
ゴ
ー
ス
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
信
じ
る
ア
ブ
リ
ル

と
セ
シ
ル
先
生
は
、
迷
信
の
価
値
観
を
肯
定
す
る
。
ゴ
ー
ス
ト
ス
ト
ー
リ

ー
は
す
べ
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
に
よ
っ
て
合
理
的
に
解
説
さ
れ
る
が
、
と
も

に
的
中
す
る
占
い
の
結
果
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら

に
、
第
八
巻
で
オ
カ
ル
ト
省
は
争
い
に
勝
ち
、
ブ
ロ
ワ
侯
爵
が
権
力
を
手



に
入
れ
る
が
、
最
終
的
に
コ
ル
デ
リ
ア
に
破
れ
て
失
墜
す
る
。

科
学
対
オ
カ
ル
ト
に
限
ら
ず
、
ブ
ロ
ワ
侯
爵
、
ル
パ
ー
ト
陛
下
等
の
邪

悪
な
行
動
は
貴
族
へ
の
不
安
、
ま
た
は
貴
族
の
退
廃
を
象
徴
し
て
い
る
。

前
者
は
コ
ル
デ
リ
ア
を
誘
拐
し
、
強
姦
し
、
生
ま
れ
た
子
か
ら
引
き
離
し

て
そ
の
子
を
幽
閉
し
、
武
器
と
し
て
育
て
て
き
て
お
り
、
後
者
は
嫉
妬
で

王
妃
を
殺
し
、
自
分
の
罪
を
隠
し
て
生
き
て
き
た
、
残
忍
で
利
己
的
な
人

物
で
あ
る
。
無
論
、
現
代
作
品
で
あ
る
『G

O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
に
お
い

て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
貴
族
へ
の
批
判
を
表
現
す

る
意
図
は
な
く
、
テ
ー
マ
と
し
て
だ
け
借
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ｂ

人
間

対

獣

ゴ
シ
ッ
ク
で
人
間
を
獣
と
例
え
る
の
は
、そ
の
人
の
人
間
性
を
否
定
し
、

野
性
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
意
味
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
犯
罪
者
が
獣
の

よ
う
な
外
観
を
持
つ
の
は
珍
し
く
な
い
。
『G

O
SIC

K
』
シ
リ
ー
ズ
で
は

灰
色
狼
と
い
う
血
族
の
子
孫
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
、
コ
ル
デ
リ
ア
、
ブ

ラ
イ
ア
ン
等
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
獣
や
動
物
と
呼
ば
れ
、
人
間
性
を
否

定
さ
れ
る
。
『G

O
SIC

K
s
IV

』（
二
〇
一
一
年
五
月
）
の
あ
る
場
面
で
ヴ
ィ
ク

ト
リ
カ
は
兄
の
グ
レ
ヴ
ィ
ー
ル
に
よ
る
い
じ
め
に
つ
い
て
、
「
愛
を
知
ら

な
い
だ
の
、
冷
血
動
物
だ
の
、
四
角
い
箱
だ
の
と
わ
た
し
を
い
じ
め
て
」

と
嘆
く
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
を
獣
の
よ
う
に
見
な
す
の
は
い
じ

（33）め
か
差
別
の
表
現
に
限
ら
ず
、
語
り
手
も
一
度
な
ら
ず
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の

行
動
を
動
物
に
例
え
て
お
り
、『G

O
SIC

K
s
IV

』
の
同
話
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ

カ
の
鳴
き
声
を
「
悲
し
げ
な
、
獣
の
咆
哮
が
も
れ
で
た
」

よ
う
な
も
の

（34）

と
描
写
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
、
久
城
一
弥
は
作
中
で
度
々
栗
鼠
に
例
え
ら
れ
て
お
り
、

『G
O
SIC

K
s

IV

』
で
コ
ル
デ
リ
ア
は
梟
の
声
の
真
似
を
し
、
さ
ら
に

『G
O
S
IC
K

V
III

』（
二
〇
一
一
年
）
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
存
在
が
蝶
と

し
て
象
徴
さ
れ
る
場
面
も
あ
る

。
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
野
生
や
恐
怖
を

（35）

象
徴
す
る
動
物
に
対
し
て
、
こ
の
栗
鼠
、
梟
、
蝶
は
対
象
的
に
可
愛
ら
し

さ
や
純
粋
さ
を
表
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

ｃ

分
身
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
裂

ダ

ブ

ル

『G
O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
の
登
場
人
物
た
ち
は
獣
と
呼
ば
れ
、
人
間
性

を
否
定
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
裂
を
象
徴
す

る
ダ
ブ
ル
の
表
現
も
多
い
。
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
母
の
コ
ル
デ
リ

ア
と
そ
っ
く
り
で
あ
り
、
二
人
は
繰
り
返
し
見
間
違
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

二
人
と
も
よ
く
人
形
に
見
間
違
え
ら
れ
る
。
人
形
は
「
ド
リ
ア
ン
グ
レ
イ

の
肖
像
画
」
の
よ
う
に
人
間
の
形
を
し
て
い
る
非
人
間
的
な
物
で
あ
り
、

人
形
に
見
間
違
え
ら
れ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
と
コ
ル
デ
リ
ア
は
、
人
間
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
不
安
定
な
存
在
と
し
て
表
現
さ
れ
、
人
間
性

が
象
徴
的
に
否
定
さ
れ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
奇
術
師
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ス
コ
ー
は
一
人
の
人
格
を
共
有
す

る
双
子
で
あ
り
、
ブ
ロ
ワ
侯
爵
の
部
下
で
あ
る
双
子
の
老
姉
妹
と
同
様
、

明
確
な
「
分
身
」
を
も
つ
人
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
場
合
は
二
人
で

一
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
、『G

O
SIC

K
V
III

』
で
片
方
が
死

ん
で
し
ま
う
と
、
も
う
片
方
も
衰
弱
死
し
て
し
ま
う
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
二

人
も
、
双
子
の
老
姉
妹
も
、
そ
の
分
身
で
人
を
騙
す
奇
術
の
ト
リ
ッ
ク
を

実
行
す
る
こ
と
で
、そ
の
分
裂
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
限
ら
ず
、



「
不
気
味
な
も
の
」
と
し
て
の
性
質
を
得
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
、
『G

O
SIC

K
s

I

』（
二
〇
〇
五
年
七
月
）
で
転
校
生
で
あ
る
ア
ブ

リ
ル
が
誘
拐
さ
れ
、
代
わ
り
に
偽
者
で
あ
る
泥
棒
ク
ィ
ア
ラ
ン
が
通
っ
て

く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
一
見
す
る
と
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
分
裂
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
人
を
だ
ま
す
手
段
に
過
ぎ

な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ブ
リ
ル
と
ク
ィ
ア
ラ
ン
の
見
た
目
は
同

じ
で
あ
り
な
が
ら
、
中
身
は
対
を
な
す
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
善
悪

と
い
う
二
価
の
両
面
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

ｄ

囚
わ
れ
の
処
女

ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
自
由
に
学
園
を
出
入
り
で
き
ず
、
父
の
ブ
ロ
ワ
侯
爵

の
命
令
で
「
囚
わ
れ
の
処
女
」
と
し
て
の
生
活
を
送
る
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

ブ
ロ
ワ
城
の
石
の
塔
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
八
才
の
こ
ろ
聖
マ
ル
グ
リ
ッ
ト

学
園
に
引
っ
越
し
た
が
、
授
業
を
受
け
ず
、
「
菓
子
の
家
」
か
「
図
書
館

の
塔
」
に
籠
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
幼
年
時
代
の
た
め
、
ヴ
ィ
ク
ト

リ
カ
は
人
と
交
流
も
せ
ず
に
成
長
し
た
。
ま
た
、
父
に
と
っ
て
武
器
で
あ

る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
ブ
ロ
ワ
侯
爵
の
都
合
で
「
ベ
ル
ゼ
ブ
ブ
頭
蓋
」
と
い

う
修
道
院
（
第
五
巻
）
、
「
フ
ァ
ン
ト
マ
」
と
い
う
劇
場
（
第
七
巻
）
、
そ
し
て

「
黒
い
太
陽
」
と
い
う
監
獄
（
第
八
巻
）
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
た

び
、
久
城
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
を
救
い
に
行
く
「
騎
士
」
の
役
を
果
た
す

。
（36）

さ
ら
に
、
七
巻
で
語
ら
れ
る
通
り
、
十
年
前
、
コ
ル
デ
リ
ア
自
身
も
侯

爵
に
よ
り
塔
に
囚
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、
強
姦
さ
れ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ

を
産
ん
だ
後
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
救
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、「
囚
わ
れ
の
処
女
」

で
あ
る
コ
ル
デ
リ
ア
に
と
っ
て
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
「
騎
士
」
と
な
る
。

な
お
か
つ
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
「
囚
わ
れ
の
処
女
」
は
一
般
的
に
、
迷
路
的

な
城
等
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
籠
る
「
菓

子
の
家
」
は
迷
路
花
壇
の
中
央
に
あ
り
、
図
書
館
の
部
屋
も
ま
た
迷
路
階

段
の
上
端
に
あ
る
。
し
か
も
、
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
迷
路
に
迷
う
「
囚
わ

れ
の
処
女
」
と
違
い
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
場
合
は
そ
の
聡
明
さ
か
ら
、
迷

路
は
自
分
を
迷
わ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
人
を
近
づ
か
せ
な
い
た
め
の

手
段
と
し
て
存
在
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
迷
路
に
迷

う
主
体
と
い
う
よ
り
、
迷
路
に
守
ら
れ
て
い
る
宝
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ｅ

ゴ
ー
ス
ト
ス
ト
ー
リ
ー

ゴ
ー
ス
ト
ス
ト
ー
リ
ー
へ
の
関
心
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
文
学
に
お
い
て
は
恐

怖
に
対
し
て
美
的
価
値
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
高
ま

り
を
見
せ
た
。
『G

O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
聖
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
学

園
は
、
ゴ
ー
ス
ト
ス
ト
ー
リ
ー
に
溢
れ
て
い
る
。
ア
ブ
リ
ル
は
特
に
怪
談

に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
い
つ
も
怖
い
話
で
久
城
を
驚
か
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
既
出
の
通
り
、
久
城
は
「
春
来
た
る
死
神
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
も
「
金
色
の
妖
精
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
は
学
園
内
の
怪
談
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

怪
談
好
き
な
ア
ブ
リ
ル
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
怪
談
を
一
つ
ず

つ
解
決
し
て
、
ゴ
ー
ス
ト
等
の
超
自
然
的
存
在
を
否
定
す
る
。
各
話
で
、

超
自
然
と
し
か
思
え
な
い
出
来
事
を
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
合
理
的
に
説
明
し

て
い
く
。
例
え
ば
、
第
一
巻
で
「Q

ueen
B
erry

号
」
と
い
う
船
の
中
で

主
人
公
た
ち
が
一
旦
部
屋
を
出
て
戻
る
と
、
そ
こ
は
難
破
船
の
よ
う
な
見

た
目
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
主
人
公
た
ち
は
「Q

ueen
B
erry

号
」



が
幽
霊
船
だ
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
う
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
そ
の

部
屋
が
自
分
た
ち
を
驚
か
せ
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
も
の
だ
と
推
理
す

る
。
ま
た
第
七
巻
で
は
、
王
妃
の
首
な
し
死
体
が
密
室
で
見
つ
か
り
、
同

時
に
そ
の
首
が
離
れ
た
場
所
で
発
見
さ
れ
る
と
い
う
奇
妙
な
暗
殺
事
件
が

起
こ
る
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
は
暗
殺
者
は
王
自
身
で
、
死
体
の
首
は
王
妃

の
で
は
な
く
、
彼
女
と
瓜
二
つ
の
行
方
不
明
に
な
っ
た
踊
り
子
の
も
の
で

あ
る
と
推
理
す
る
。
な
お
、
第
四
巻
で
は
リ
バ
イ
ア
サ
ン
の
錬
金
術
、

『G
O
SIC

K
s
II

』（
二
〇
〇
六
年
五
月
）
で
は
ア
ブ
リ
ル
の
前
に
現
れ
た
幽
霊

等
も
、
全
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
に
よ
っ
て
合
理
的
に
説
明
さ
れ
る
。

ゴ
シ
ッ
ク
文
学
は
ゴ
ー
ス
ト
ス
ト
リ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
契
機
で

あ
る
一
方
で
、
超
自
然
と
思
わ
れ
る
事
件
を
合
理
的
に
推
理
す
る
「
探
偵

小
説
」
も
ま
た
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
中
で
生
じ
た
の
で
あ
る
。

六

は
た
し
て
『G

O
S
IC
K

』
はG

othic

な
の
か

本
稿
で
は
『G

O
SIC

K

』
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
の
要
素
を
指
摘
し
て
き

た
が
、
現
代
の
日
本
に
お
け
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
し
て
の
『G

O
SIC

K

』

を
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
作
品
と
考
え
る
の
は
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
う
疑
問
は
残

る
。
一
方
、
桜
庭
一
樹
は
浪
漫
主
義
的
ゴ
シ
ッ
ク
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
ゴ

シ
ッ
ク
の
テ
ー
マ
と
象
徴
を
借
用
し
て
、
探
偵
物
語
を
書
い
て
い
る
と
い

え
る
が
、
そ
の
ゴ
シ
ッ
ク
は
日
本
で
解
釈
さ
れ
る
欧
州
の
ゴ
シ
ッ
ク
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
服
装
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
服

装
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ゴ
ス
ロ
リ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『G
O
SIC

K
s

II

』
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
版
の
挿
絵
に
は
『
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
』
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
ゴ
ス
ロ
リ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
モ
チ
ー
フ
は
人
気
が
高
い
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
限
ら
ず
、
第
一
巻
の
冒
頭
は
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
、

第
三
巻
の
冒
頭
は
『
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、

他
の
冒
頭
は
『
白
雪
姫
』
、『
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
』
、『
人
魚
姫
』
、『
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
』
、『
秘
密
の
花
園
』
を
含
め
、
全
て
児
童
文
学
か
ら
の
引

用
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
ゴ
ス
ロ
リ
の
格
好
の
よ
う
に
、

『G
O
SIC

K

』
に
み
る
ゴ
シ
ッ
ク
は
現
代
日
本
に
流
行
す
る
欧
州
の
過
去

の
空
想
だ
と
い
え
る
。

そ
れ
に
加
え
、Inouye

の
パ
ン
ゴ
シ
ッ
ク
と

B
yron

の
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ゴ
シ
ッ
ク
の
概
念
を
用
い
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
生
じ
た
ゴ
シ
ッ
ク
と
の

関
係
の
有
無
に
関
ら
ず
、
そ
れ
と
似
た
要
素
を
持
つ
日
本
の
恐
怖
に
関
す

る
空
想
の
世
界
も
、
あ
る
い
は
二
〇
世
紀
以
降
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
発
展
（
映

画
、
音
楽
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
漫
画
等
）
の
影
響
を
受
け
た
作
品
も
ゴ
シ
ッ
ク

と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ
え
に
、
『G

O
SIC

K

』
シ
リ
ー
ズ
も

ま
た
ゴ
シ
ッ
ク
の
作
品
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
は
本
来
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
で
は
な
く
、

現
代
の
空
想
に
存
在
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
だ
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
無
視
で

き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

【
注
記
】

1

杉
山
知
之
『
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
：
世
界
が
買
い
た
が
る
日
本
』
祥
伝
社
、
二
〇

〇
六
年
二
月
、
三
頁

2

例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ア
ニ
メ
『
ア
バ
タ
ー

伝
説
の
少
年
ア
ン
』

（
製
作

ニ
コ



ロ
デ
オ
ン
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

マ
イ
ケ
ル
・
ダ
ン
テ
・
デ
ィ
マ
ー
テ
ィ
ノ
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コ
ニ
ー
ツ
コ

二
〇
〇
五

年
二
月
～
二
〇
〇
八
年
七
月
）、
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ン
ガ
『H

oly
A
venger

』
（
原
作

カ

サ
ロ
・
マ
ル
セ
ロ
、
漫
画

ア
ワ
ノ
・
エ
リ
カ
、
出
版

T
ram

a
E
ditoral (

後
、Talism

ã )

、

一
九
九
九
年
八
月
～
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）。

3

こ
こ
で
の
オ
タ
ク
文
化
は
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
等
を
含
め
る
若
者
向
け

の
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
つ
の
媒
体
を
指
す
。

4

一
柳
廣
孝
、
久
米
依
子
編
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』(

青
弓
社
、
二
〇

一
三
年
十
月
）
一
八
頁

5

本
稿
で
は
、「
〔

〕
」
は
レ
ー
ベ
ル
を
表
し
て
い
る
。

6

久
米
依
子
「
第
一
四
章

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

―
少
年
少
女
の
出
会

い
と
そ
の
陥
穽
」（『
「
少
女
小
説
」
の
生
成

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
世
紀
』、

青
弓
社
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
三
一
五
～
三
一
六
頁
）
、
新
城
カ
ズ
マ
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
「
超
」
入
門
』
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、
二
三
～

二
四
頁
）
、
一
柳
廣
孝
「
は
じ
め
に
」
（
一
柳
廣
孝
、
久
米
依
子
編
著
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
研
究
序
説
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
一
四
頁
）

7

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
研
究
で
、
「
一
般
小
説
」
と
い
う
の
は
純
文
学
や
大
衆
文
学
を
問
わ

ず
、
「
非
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
（
新
城
カ
ズ
マ
、
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
超
」
入
門
』
、
七
九

頁
）
の
レ
ー
ベ
ル
か
ら
出
版
さ
れ
た
書
物
を
指
す
。

8

桜
庭
一
樹
に
よ
る
日
記
は
、
元
々
二
〇
〇
四
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
十
二
月
に

か
け
て
桜
庭
一
樹
の
サ
イ
ト
で

W
eb

日
記
と
し
て
書
か
れ
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
富

士
見
書
房
に
よ
っ
て
『
桜
庭
一
樹
日
記

B
L
A
C
K

A
N
D

W
H
IT
E

』
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
二
〇
〇
六
年
三
月
か
ら
は
「W

eb

ミ
ス
テ
リ
ー
ズ
！
」
と
い
う
サ
イ
ト
で
読

書
日
記
を
書
き
、
こ
れ
は
東
京
創
元
社
出
版
で
単
行
本
化
も
さ
れ
た
。

9

「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
週
刊
誌
等
の
複
数
の
媒
体
で
同

時
に
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
知
度
を
高
め
る
手
法
（
川
崎
拓
人
、
飯
倉
義
之
「
ラ

ノ
ベ
キ
ャ
ラ
は
多
重
作
品
世
界
の
夢
を
見
る
か
？
」
一
柳
廣
孝
、
久
米
依
子
『
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
研
究
序
説
』、
一
八
頁
）

10

『G
O
SIC

K

』
長
編
小
説
シ
リ
ー
ズ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
殺
人
事
件
で
あ

る
が
、
『G

O
SIC

K
s

』
と
い
う
短
編
小
説
シ
リ
ー
ズ
に
は
殺
人
事
件
に
加
え
、
ゴ
ー
ス

ト
ス
ト
ー
リ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
。

11

詳
細
は
山
口
直
彦
「
春
来
る
死
神
は
幾
度
も
や
っ
て
く
る

―
桜
庭
一
樹

『G
O
SIC

K

』
の
復
活
劇
」
（
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』、
一
五
七
～
一
七

三
頁
）
を
参
照
に
。

12

C
hris

B
aldick

(1993 )
"Introduction"

in
T
he

O
xford

B
ook

of
G
othic

T
ales.

O
xford:

O
xford

U
niversity

P
ress,

p.
xii.

13

D
avid

Punter
and

G
lennis

B
yron

(
2009 )

T
he

G
othic.

M
alden:

B
lackw

ell.
7th

edition,
pp.

7-8

14

Punter
and

B
yron

(2009 )
pp.

13-25

15

B
aldick

(1993 )
p.
xix-xx

16

Punter
and

B
yron

(2004 )
pp.

21-22

17

A
ndrew

Sm
ith

(2004
)
V
ictorian

D
em

ons
-
M
edicine,

M
asculinity

and
the

G
othic

at
the

fin-de-siècle.
M
anchester:

M
anchester

U
niversity

P
ress.

18
Punter

and
B
yron

(2004 )
pp.

259-297
19

G
lennis

B
yron

(2012 )
"G
lobal

G
othic"

in
D
avid

Punter
(
ed
)
A

N
ew

C
om

panion
to
the

G
othic.

M
alden:

W
iley-B

lackw
ell,

pp.
369-378.

20

フ
ロ
イ
ト
の
定
義
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
、
藤

野
寛
訳
「
不
気
味
な
も
の
」『
フ
ロ
イ
ト
全
集

』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）

17



秘
密
に
隠
さ
れ
た
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
べ
き
な
の
に
現
れ
出
て
し
ま
っ
た

も
の
は
、
ど
れ
も
す
べ
て
不
気
味
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。（
一
四
頁
）

空
想
と
現
実
と
の
あ
い
だ
の
限
界
が
消
し
去
ら
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
が

そ

れ
ま
で
空
想
上
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
出
来
事
が
現
実
に
わ

れ
わ
れ
の
前
に
出
現
し
て
き
た
よ
う
な
場
合
、
ま
た
、
あ
る
象
徴
が
、
象
徴
さ

れ
て
い
る
も
の
の
動
き
と
意
味
を
完
全
に
引
き
受
け
代
行
す
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
の
事
態
は
し
ば
し
ば
、
そ
し
て
容
易
に
不
気
味
な
印
象
を
与
え
る

の
で
あ
る
。（
四
〇
頁
）

21

ダ
ブ
ル
は
一
般
的
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
裂
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
っ
く
り
な

顔
を
し
て
い
る
二
つ
の
人
物
を
指
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
中
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
裂
の
例
と
し
て
『
ド
リ
ア
ン
・
グ

レ
イ
の
肖
像
』
（
一
八
九
〇
年
七
月
）
と
『
ジ
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
（
一
八
八
六

年
一
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
ド
リ
ア
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
肖

像
画
に
分
裂
し
、
肖
像
画
は
ド
リ
ア
ン
の
代
わ
り
に
年
を
取
る
。
後
者
の
場
合
、
ジ

キ
ル
博
士
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
分
裂
し
、
二
重
人
格
の
よ
う
な
人
物
に
な
る
。

22

M
ario

P
raz

(1968 )
"Introductory

E
ssay"

in
P
eter

Fairclough
(
ed )

T
hree

G
othic

N
ovels.

L
ondon:

Penguin
B
ooks,

pp.
7-34.

23

Praz
(1968 )

p.10

24

P
raz

(1968 )
p.11

25

C
harles

Shirō
Inouye

(2012
)
"Japanese

G
othic"

in
D
avid

Punter
(
ed
)
A

N
ew

C
om

panion
to
the

G
othic.

M
alden:

W
iley-B

lackw
ell,

pp.
442-454.

26

Inouye
(2012 )

p.443

27

Inouye
(2012

)
p.444

28

高
原
英
理
編
『
リ
テ
ラ
リ
ー
ゴ
シ
ッ
ク
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

―
文
学
的
ゴ
シ
ッ

ク
作
品
選
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
、
一
一
～
一
二
頁

29

O
nohara,

N
oriko

(2009 )
"R
om

antic
E
uropean

N
ostalgia:

Japanese
'G
osurori'

Fashion"
in
Inter-disciplinary,

p.
6

〈https://w
w
w
.inter-disciplinary.net/w

p-conten

t/uploads/2009/08/onharapaper.pdf

〉
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
一
月
三
〇
日
）

30

新
城
カ
ズ
マ
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
超
」
入
門
』
一
四
九
頁

31

桜
庭
一
樹
『
桜
庭
一
樹
日
記

B
lack

and
W
hite

』
富
士
見
書
房
、
二
〇
〇
六
年

三
月
、
一
五
六
頁
）

32

Inouye

が
挙
げ
た
二
価
の
両
面
性
の
例
に
最
も
当
て
は
ま
る
登
場
人
物
は
、
ブ
ラ

イ
ア
ン
・
ロ
ス
コ
ー
で
あ
る
。
シ
リ
ー
ズ
の
全
体
を
通
し
て
敵
か
味
方
か
分
か
ら
な

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
最
後
ま
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
を
憎
し
み
な
が
ら
も
、
コ
ル

デ
リ
ア
の
命
令
に
従
い
、
彼
女
の
命
を
救
っ
て
死
ぬ
こ
と
と
な
る
。

33

桜
庭
一
樹
『G

O
SIC

K
s
IV

』
、
八
四
頁

34

桜
庭
一
樹
『G

O
SIC

K
s
IV

』
、
八
一
頁

35

久
城
は
帰
国
さ
せ
ら
れ
る
場
面
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
に
別
れ
の
手
紙
と
一
緒
に
金
色

蝶
を
残
す
。
そ
の
蝶
は
長
い
間
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
そ
ば
に
い
る
が
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
シ
ー
ン
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
金
色
の
髪
が
銀
色
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
き
、
戦
場
へ
と
赴
い
て
い
た
久
城
は
そ
こ
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
を
象
徴
す
る

銀
色
の
蝶
を
目
に
す
る
。

36

た
だ
し
、『G

O
SIC

K
V
III

』
で
久
城
は
帰
国
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
救
い
に
来
る
の

は
コ
ル
デ
リ
ア
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
で
あ
る
。

※

本
稿
に
お
け
る
英
文
か
ら
の
引
用
は
全
て
引
用
者
訳
と
な
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
修
士
課
程
一
年
）


